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   Using an in vitro colony forming assay system, the cytotoxic effects of anticancer agents alone, 
 adriamycin (ADM) and bleomycin (BLM), and the combined effects of hyperthermia and antican-
cer agents on cultivated KK-47 cells were investigated. When the hyperthermia was combined 
with various concentrations of ADM ranging from 0.005 to  0.1  pg/ml and BLM from 0.01 to 1.0 
 jug/m1, enhanced cell killing effects were obtained at the concentration of less than 0.02  pg/ml of 
ADM and with an increase of BLM concentration. In DNA specimens obtained from the livers 
of chick embroys inoculated with human tumor cultivated cells, the polymerase chain reaction 
technique was used to amplify a DNA fragment specific to the  fi-globin gene. By detecting these 
amplified DNA fragments, the feasibility of efficiently detecting metastatic cells present in chick 
embryo was demonstrated in vivo.  Hyperthermic therapy showed inhibitory effects on the growth 
of metastasized cultivated cells in a thermal dose-dependent manner. Combination therapy of 
ADM, mitomycin and carboplatin and hyperthermia had an enhanced inhibitory activity on the 
growth of metastasized cultivated human tumor cells derived from bladder cancer. Hyperthermia 
using radiofrequency-capacitive heating in combination with irradiation or anticancer agents, was 
performed in a total of 56 patients with T2 to T4 invasive urinary bladder cancer. A tumor re-
gression rate of 50 percent or more was obtained in 21 of these 56 patients. We have to follow up 
the patients for longer periods more precisely to evaluate the role of these treatments. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 39: 1209-1213,1993)
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行 うとともに,そ の臨床成績についても検討 した.
材料および方法
1.invitroの実 験 と して,ヒ ト膀 胱 癌 由来 培 養 細 胞
株KK-47を,抗 生 物 質 を 含有 す るHamF-12培 地
(日水製 薬 ㈱ 東 京)に20%calfserum(Microbiolog-
icalAssociates,Md,USA)を加 え たFC-20培 養
液 で細 胞浮 遊 液 と し,従 来 の報 告 に従 いD,温 熱処 理
を 行 う.コ ロニ ー形 成 法 に よ り細 胞 生 残 率 を 算 定 し,
42℃ お よび43℃ に おい て 細 胞生 残 率 を20%も し く
は50%低下 させ るた め に必 要 な 加 温時 間 を,そ れ ぞ れ
IT20(20%inhibitiontime)およびIT50と して
算 出 した.
ll。温 熱 療 法 と して相 乗 効 果 を 有す る代 表 的 抗癌 剤 と
して,bleomycin(BLM)とadriamycin(ADM)
につ いて 検 討 した.各 種 濃 度 の抗 癌 剤 お よび37,42お
よび43ecの 温 熱処 理 を 併 用 し,37℃ に お け る抗 癌
剤 処 理 群 を 対照 と して そ れ ぞれ の抗 腫 瘍 効 果 につ いて
比 較 検 討 した.
皿.invivoの実 験 と して,温 熱 療法 との併 用 薬 剤 の
選 択 を 目的 に,鶏 卵 法 を用 い微 小 転 移 巣 に対 す る温 熱
化 学 療 法 の検 討 を 行 った.材 料 お よび方 法 は,既va2・3
の ご と く受精 鶏 卵 漿 尿 膜 上 の血 管 内に,ヒ ト膀 胱 癌 由
来 培 養細 胞株T24を 移 植 し,移 植3日 目に抗 癌 剤 お
よび 温 熱処 理 を 行 い,4日 後 す な わ ち 細胞 移 植7日 目
に 胎 児 の 肝 を 摘 出 す る.摘 出 し た 肝 よ り抽 出 した
DNAをpolymerasechainreaction法に よ り増 幅
後,P32で ラベ ル した プ ロー ブを 用 い た サ ザ ソプ ロ ッ
ト法 に よ りPCRproductsの検 出,解 析 を 行 う.
1)ま ず42.0,42,5および43.00Cの温 熱処 理 単 独 に
よる治 療 実 験 を 行 った.転 移 巣 治 療 実験 に おけ る効 果
判 定 は,コ ソ トロ ール 群 で のPCRproductsを100
%と した 場 合の 治療 群 で のPCRPI-oCluctsの減 少 墨
を 比較 す る こ とに よ り行 った.















て週2回,60分加温を行 い,治 療効果判定 は温熱療
法を4回 以上施行した症例を対象とし,治療終 了1

































































jv.鶏卵 胎 児 肝転 移 巣 に 対 す る抗 癌 剤 お よび 澱 熱併 用
療 法 の抗 腫 瘍 効 果 につ いて,ADM単 独 お よび温 熱
餅用 に よ る治療 効果 に つ いて 検 討 した.ADM単 独
で のinhibitionrateは13.5%と低 値 で あ り,こ れ に
対 し42.5C,10分の 濃 熱鋭 用 に よ り54。2%のinhibi--
tionrateがえ られ,相 加 効果 以 上 の腫 蕩 増 殖 抑制 効
果 が認 め られ た.CDDPま た はCBDCA単 独 投 与
に よ り,そ れ ぞ れ29.1%および2フ.3%のinhibition
rateがえ られ,CBDCAで は 温 熱 併 用 に よ り抗 種
瘍 効 果 の増 強 を 示 竣 す る結果 が え られた(Table2),
5EMCま た はCPM単 独 お よび 渥 熱 群 矯 で ほ,Table
3に 示 す ご と く(】PM単 独 群 お よびMMC灘 熱 併 用






















































































































































































































































従来 より浸潤性膀胱癌に対 しては,膀 胱全摘除術お
よび尿路変更術が適応 とされてきた.し かし,quality













































































5)柳 川 繁 雄,曽 根 康 博,土 井 偉 誉,ほ か:RF電 界
型 加 温 装 置 に よ る 深 部 加 温 技 術 の 改 良 一"オ ー バ
ー レイ ボ ー ラ ス"に よ るedge効 果 の 改 善 と そ の
臨 床 的 有 用 性 に つ い て 一.日 本 ハ イ パ ー サ ー ミ ァ
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